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【出典】RESAS 人口推移 北海道津別町 を基に作成

1. 津別町の概況

• 北海道東部に位置する人口約4000人の町
• 札幌から車で約7時間
• 町の面積の約86%を森林が占め、林業が盛ん
• 他の地方自治体同様、少子高齢化による人口減少が進み高齢社会への対策が要される

※2025年以降は「国立社会保
障・人権問題研究所」のデータ
（平成30年3月公表）に基づく推
計値。
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不明・無回答

特にない

その他

社会への見方が広まった

自分の技術、経験を生かすことができた

お互いに助け合うことができた

地域社会に貢献できた

健康や体力に自信がついた

新しい友人を得ることができた

生活に充実感ができた

0 10 20 30 40 50 60

社会活動に参加して良かったと思うこと

※令和3年11月1日調査
※全国の60歳以上の男女4000
人を対象
※有効回答数 n=1237
※複数回答

【出典】内閣府（2021）p.80を基に作成

若年層と高年層において世代内交流ならびに世代間交流が良好な精神
的健康と関連し，両世代と交流している者はさらに精神的健康が良好
であることが示唆された。（根本・倉岡ら（2018）p.719）

高齢者と小中学生…（中略）…両世代間のコミュニケーションと仲間
意識による連帯を中心とした相互交流により各世代に意味ある居場所
となり，特に高齢者の孤立を防ぎ，心の健康に良い効果があることが
示唆された．（亀井・糸井ら（2010）p.16）

世代間交流プログラムはwell-beingの向上と地域づくりに有用な方法
であることが示唆された．（糸井・亀井ら（2012）p.33）

幼児にとって高齢者と関わることは，非常に肯定的に受け止められて
おり，高齢者との日常的な交流は，他者への思いやり，コミュニケー
ションスキルの発達に寄与していることが示唆された。また，高齢者
にとっても幼児との交流は楽しみとなっていることが観察により明ら
かとなった。（上村・岡花ら（2007）p.68）

• 複数の先行研究から、世代間交流は高齢者・子どもの双方に対して、精神面に良い影響を与えることが明らか
にされている（左図）

• 社会活動に参加することにより「生活充実度」「友人関係」「健康への自信」などが向上する（右図）
• したがって、世代間交流は高齢者・子どもの双方にとって生活充実度を向上させる重要な要因の一つである。
• 市民の生活充実度が高いことは、地域の内在的な魅力になりうる。

(%)

2. なぜ「世代間交流」なのか
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• 全国的に高齢者による若い世代との交流の機会へ
の参加は減少している（上図）

• 社会教育講座への参加者数や公民館の利用者数の
推移から津別町では人が交流する機会自体が減少
していると考えられる（右図：上）

• 津別町でも世代間交流の参加者が減少傾向にある
（右図：下）

【出典】RESAS まちづくりマップ 北海道津別町 を基に作成

【出典】内閣府（2021）p.108を基に作成

※令和3年11月1日調査
※全国の60歳以上の男女4000人を対象

※複数回答

3. 全国と津別町の世代間交流の現状
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【出典】津別町（2020）p.64,68を一部改変

2020年に発表された『津別町第6次総合計画』によると、津別町では10年後のめざす姿として世代間交
流、異年齢交流が活発に行われている状態を掲げている

4. 津別町の理想
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サロン活動
老人クラブ
社協アグリ

ゴールドスポーツ教室
運動サロン
津別町寿大学

青年活動プロジェクト
and

大人の体験事業
小松菜ハイボールを

飲もうの貝

アソビバ！つべつ
ジュニアリーダー研修会
認定こども園こどもの社
ボランティアサークル

ひまわり

子ども

高齢者 青年

子ども×高齢者

ボランティアサークル ひまわり
町内の高校生が中心となり、児童や高
齢者との交流を行う
※ただし、コロナ禍により2020年から
高齢者と交流する取組を中止している
内容）ケアハウス訪問交流、チャリティバ
ザー、こども園レクリエーション、クリス
マスパーティー

青年×子ども/高齢者

青年活動プロジェクトand
町内に在住・勤務をしている青年が中
心となり、子どもや高齢者との交流を
行う
内容）内部交流会、異業種交流会、福祉施
設・家庭への出張サンタ、出張節分オニ

• 津別町では世代内交流を促進する取り組みが行われている（右図）

• 世代間の交流を促進する団体には『ひまわり』と『and』があるが、
コロナ禍の影響もあり、子どもと高齢者間の交流を促進することを
目的としている団体はほぼ無い（上図）

• 上記団体が行っている世代間交流の取り組みは企画の形式が一般的
であり日常的な取り組みとして行っている団体は現状見当たらない

【画像出典】津別町（2023c）

【出典】津別町(2023a), 津別町(2023b), 津別町(2023c)を基に作成

5. 津別町の世代間交流の課題 -現在の取り組み-
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現在の取組現状理想

世代間交流、特に「子どもと高齢者」の交流を促進することが重要

日常的に世代間交流が発生するような取り組みが必要

小括

5. 津別町の世代間交流の課題

生活充実度向上のため、世代間交流は重要であり、津別町も目標として掲げている
しかし、津別町ではその交流が十分に行われているとは言えない状況にある
次頁では全国の資料より世代間の交流が行われていない原因の分析を行う

導 入 現 状 課題分析 政策提案 8
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【出典】内閣府（2021）p.114を基に作成
(%)

※令和3年11月1日調査
※全国の60歳以上の男女

4000人を対象
※有効回答数 n=2435
※複数回答
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社会活動に参加したいと思わない理由

※令和3年11月1日調査
※全国の60歳以上の男女

4000人を対象
※有効回答数 n=666
※複数回答

(%)【出典】内閣府（2021）p.87を基に作成
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6. 課題の原因分析
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＜つべつギルドの創設＞
子ども/高齢者が「困り事＝クエスト」を解決しあうプラットフォーム
「困り事＝クエスト」を依頼したり解決したりすることでポイントが付与され、取得したポイントのランキン
グに応じて報酬が獲得できる

クエストの挑戦、すなわち世代間交流

「困り事＝クエスト」の解決をコンテンツに

誰でも気軽にクエスト依頼・クエスト解決
ギルドは人間関係のクッション材に

掲示板をみて手軽にクエストに挑戦

クエスト依頼者・解決者両者にポイントを付与
世代間交流をたくさん生み出すことにインセンティブを

Point1

Point2

Point3

Point4

Point5

個人の困り事を
コンテンツに

人間関係が
オープンな場を

いつでも誰でも
利用できる気軽さ

交流参加への
インセンティブ

交流機会の設定

7. 政策提案
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世代間交流が
発生

子どもが困り事を依頼→高齢者が受諾・解決
高齢者が困り事を依頼→子どもが受諾・解決

子ども、高齢者、外部（行政・事業者）が困り事を依頼
→子どもと高齢者が協力パーティを結成して受諾・解決

7. 政策提案 -アクターの整理-

導 入 現 状 課題分析 政策提案 11



外部
交渉

つべつギルド
運営

クエスト
関連業務

ポイント
関連業務

• 行政など外部との連携の際に請負窓口としての機
能を持つ

• 会員のポイント状況を管理
• 月間のポイント数に基づき上位の会員に報酬を与
える

• 高齢者と子どもの困り事＝クエストを町の掲示板
に選定・掲載

7. 政策提案 -つべつギルドの運営-

導 入 現 状 課題分析 政策提案 12

＜つべつギルドの運営＞
公民館の一室を用いてスタッフが常駐。困りごと＝クエストを募集し、掲示板にて告知する。
ポイントや報酬をマネジメントし、子どもや高齢者の参加インセンティブを維持させる



依頼者（高齢者）
解決者（子ども）

Point獲得

困り事依頼 高齢者がクエスト挑戦
子どもの困り事を解決

買い物

将棋
相手

〈子どもの困り事を高齢者が解決するケース〉宿題をみてくれる人がいない

〈高齢者の困り事を子どもが解決するケース〉将棋の相手がいない、買い物を頼みたい

宿題

依頼
受付

依頼者（子ども）
解決者（高齢者）

Point獲得

子どもがクエスト挑戦
高齢者の困り事を解決

クエスト
受諾

クエスト
受諾困り事依頼

7. 政策提案 - つべつギルドを実際に利用してみたときの具体例3つ -

導 入 現 状 課題分析 政策提案導 入 現 状 課題分析 政策提案 13
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クエスト
管理

クリア認定
Point付与



〈行政の困り事を子ども・高齢者
が協力して解決するケース〉
イベントを手伝ってほしい

依頼
受付

クエスト
掲示

クエスト
管理

クリア認定
Point付与

困り事依頼

クエスト
受諾

パーティでクエスト挑戦
行政の困り事を解決

子ども・高齢者
協力パーティ結成

Point
獲得

7. 政策提案 - つべつギルドを実際に利用してみたときの具体例3つ -
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1年あたりの事業予算は以下の通りである
• 支出項目には、①公民館の場所代、②ギルドを運営するための人件費、③ポイント達成上位者際に付与する報酬、
④光熱費や備品などの経費 があり、年間支出は4,063,800円になる

• 収入項目には、⑤月会費と⑥外部の組織からの依頼料 があり、合計収入は4,157,160円
⇒年間93,360円の黒字が期待できる

①場所代

 703,800

②人件費

2,880,000

③クエスト報酬

120,000

④その他経費

360,000

支出
4,063,800

⑤月会費

4,007,160

⑥依頼料（外部）

150,000

年間93,360円
のプラス

収入
4,157,160

導 入 現 状 課題分析 政策提案 15

7. 政策提案 -具体例-



支出 収入

場所代（公民館を想定） 人件費
クエスト
報酬

その他
経費※4 月会費

依頼料
（外部）

〈夏季〉510円※1

×8時間×20日
×6ヶ月×62.5%※2

〈冬季〉510円
×8時間×20日

×6ヶ月×81.25%※3

1,500円×8時間
×20日×12か月

10,000円
×12か月

30,000円
×12か月

〈年少〉365人
×20.4%※5

×500円×12か月
〈高齢〉1978人

×30%
×500円×12か月

50,000×3回

306,000＋
397,800

2,880,000 120,000 360,000
446,760＋
3,560,400

150,000

4,063,800 4,157,160

※1 津別町 中央公民館 談話室の1時間当たり利用料
※2 当該施設の1か月定期使用割引
※3 上記割引率と暖房実施期間の割増率を考慮
※4 光熱費や備品にかかる経費を1カ月あたり3万円と仮定
※5 厚生労働省（2019），文部科学省（2019）を基に全国の小学生の放課後児童クラブの利用率を算出

7. 政策提案 -予算詳細-

導 入 現 状 課題分析 政策提案 16



クエストが増加し困りごとが多様化する
ギルドに関わる人々が増える

地域のいろいろなところで交流が発生
子どもと高齢者の間に多くの会話が生まれる

世代間交流は精神面・健康面に良い影響
生活充実度向上に貢献

交流が賑わいを、賑わいが注目を集め
ギルドへの関心が高まる

参加ハードルの低いギルドシステム
気軽さやオープンさを呼び水に参加者が増加

ギルド
活性化

交流
促進

参加者
増加

評判
向上

生活
充実

町の
魅力化

8．期待される効果
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津別町の概況

なぜ世代間交流なのか
導 入 高齢化が進む津別町

世代間交流による生活充実度の上昇は町の魅力化に

津別町の世代間交流の現状

津別町の理想
現 状 世代間交流の活発化を掲げる津別町

実際の取り組みは低迷中

津別町の世代間交流の課題

課題の原因
課題分析

日常的な子どもと高齢者の交流促進が重要
人間関係の問題や参加への面倒さなどが
交流の阻害要因

政策提案
「困り事を解決しあう」ことで
子どもと高齢者間の世代間交流を創出
町の魅力化を生み出す循環を

政策提案

期待される効果

9. まとめ
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